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～～55月月88日 ( 日 )
■会　場：平塚市博物館特別展示室■会　場：平塚市博物館特別展示室
■休館日：月曜日 (3 月 21日は開館）■休館日：月曜日 (3 月 21日は開館）
■開館時間：9時～ 17時　■入館無料■開館時間：9時～ 17時　■入館無料
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　平塚市域には徳川家康に関する史跡や遺品、 由緒、 伝説が数多くのこされています。 これらは天正

18 年 （1590） の徳川家康の関東入国以来の地域と家康の関わりのなかから生まれ、 伝えられてきたも

のといえます。 そのなかには史実とは言えない事柄、 史実かわからない事柄もありますが、 それらを含めて

徳川家康の事跡は現代の平塚市の地域的特色の形成に大きく関わっています。

　そこで、 本特別展では徳川家康没後 400 年を節目に、 平塚市域における徳川家康の史跡 ・ 由緒 ・

伝説の紹介を通して、 家康と地域の関係を考えます。 本特別展が地域の歴史に目を向け、 理解と関心

を深めていただくきっかけとなれば幸いです。

あなたと博物館あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUMHIRATSUKA CITY MUSEUM   2016. 3 月号
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記念講演会
　第 1 回「中原御殿と中原陣屋—その特質と役割」第 1 回「中原御殿と中原陣屋—その特質と役割」

　　　講師：斉藤　司 氏（横浜開港資料館主任調査研究員）
　　　日時：3月 26日（土）13時 30分～ 15時
　第 2 回「中原御殿に家康の戦略を読む」第 2 回「中原御殿に家康の戦略を読む」

　　　講師：栗山雄揮（平塚市博物館学芸担当長）
　　　日時：4月 9日（土）13時 30分～ 15時
　第 3 回「家康由緒と平塚の地域形成」第 3 回「家康由緒と平塚の地域形成」

　　　講師：早田旅人（平塚市博物館学芸員）
　　　日時：4月 16日（土）13時 30分～ 15時
　※各回とも会場は博物館講堂、参加自由（先着 70名）
 
特別展展示解説
　①3月20日（日）　②4月23日（土）　③5月7日（土）
　※各回とも会場：特別展示室 13時～ 13時 55分
　　参加自由

野外見学会「中原御殿を歩く」
　日時：4月 3日（日）10時～ 12時
　場所：平塚市御殿周辺（雨天時は博物館で解説）
　参加：定員 20名（往復はがきで申込）
　※往復はがきの往信面に住所・氏名・電話番号・行
　　事名を記入して博物館へ郵送。3月 22 日（火） 消
　　印有効。申込多数の場合は抽選。

春期特別展「ひらつかの家康伝説　由緒と地域」展示構成・関連事業

一章　小田原合戦と西相模

豊臣秀吉禁制　岩崎紀一氏蔵

二章　家康の関東入国

葵紋附御茶碗　宮川正嗣氏蔵

三章　御茶屋寺と中原御殿

葵紋附銚子　豊年山清雲寺蔵

中原酢の酢甕　平塚市博物館蔵

四章　家康と平塚の地域形成

五章　地域にのこる家康伝説

中原御林絵図　平塚市博物館寄託

　ワタは、綿花の繊維が布の原料に利用されているように、

私たちの生活に深くかかわる植物です。その歴史は 400

年以上前にも遡ります。しかし、ワタは繊維だけでなく茎

（皮）や種子など様々な部分も利用することができます。

今回私たちは茎や種子の利用に着目し、私たちなりに使い

道を考えてみました。

　展示のほかにも、3月 19日に科学教室にてワタを使っ

た「オーナメント作り体験」も予定しています。「綿花か

らの糸つむぎ」や「つむいだ糸とワタの茎の部分を使った

ワタを知ろう　～種子と茎を活用したものづくり～
2月 27 日（土）～　3月 19 日（土）

情報コーナー (常設展示室２F)展示

工作」などを体験していただけます。この機会を通してワタについて

より興味を持っていただければ幸いです。どなたでも楽しくご参加い

ただけます。ぜひお越しください。

東海大学教養学部人間環境学科自然環境課程藤吉研究室

学生代表　荒木莉紗

綿花を使ったオーナメント作り

　綿花を使った糸紡ぎ体験、紡いだ糸や茎を使った工作など。

　日時：3月 19日（土）　10：00～ 12：00、13：00～ 16：00

　場所：平塚博物館１F科学教室　　　参加：自由
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八幡山の洋館八幡山の洋館
よみがえる明治の洋館よみがえる明治の洋館

平成28年３月５日 ( 土 ) ～３月 30 日 ( 水 )平成 28 年３月５日 ( 土 ) ～３月 30 日 ( 水 )

協力：社会教育課文化財保護担当協力：社会教育課文化財保護担当

平成 28年３月５日 ( 土 ) ～３月 30 日 ( 水 )

協力：社会教育課文化財保護担当

＜公演概要＞
○日時：３月２５日（金）　①14時 30 分 ～　②18 時 30 分～　（開場は各30 分前、全席自由席）
○出演：雑貨団　　○申込：３月８日（火）午前10 時より電話にて受付、定員に達し次第受付終了
○定員：60人　　   ○料金：２００円（18歳未満および 65歳以上は無料） 
　※ シアトリカル・プラネタリウムは、演劇を中心とした作品です。通常のプラネタリウム投影とは異なります。星空の解説などはありません。
　※公演時間はおよそ 90 分間です。途中での入退場はできません

　毎春恒例、雑貨団のシアトリカル・プラネタリウム。プラネタリウムの星空と演劇が融合した、でもそれ
だけじゃない不思議な公演です。笑いあり、涙あり？の物語…今作は「宇宙飛行士が宇宙へ飛び立つまで」
の物語。宇宙飛行士たちは一人では宇宙には行けません…多くの人の裏の仕事に支えられて宇宙に飛び立て
るのです。今回は、そんな裏方の、ドタバタした？お話です。

創建当初の姿 解体収集工事時点の姿

　「八幡山の洋館」として親しまれている登録有形文化
財「旧横浜ゴム平塚製造所記念館」は、明治時代に創建
された洋館として現在も残る数少ない建造物です。
　１００年以上の歴史を持つこの建物は、関東大震災を乗
り越え、改装、改修、補修の手が加えられて今の姿になり
ましたが、創建当初の色調や構造は少し違っていました。
移築復原事業に伴って、平成１６年から１７年にかけて実
施された解体収集工事では、かつての姿を伝える部材が
確認され、その後の調査・研究で創建当初の様子やその
後の変遷が明らかにされたのです。
　今回の展示では、古い時期の部材を公開し明治の建物
の歩みをたどります。

寄贈品コーナー

平塚とその周辺で撮影された昔の写真を公募しています平塚とその周辺で撮影された昔の写真を公募しています
　変わりゆく地域の自然と文化を未来に伝えていくため、博物館が開館した1976 年（昭和 51）から現在までに平塚市と
その周辺（相模川・金目川流域 )で撮影された風景，地域や家庭のくらしぶり，地域の歴史的出来事などについての写真
を募集しています。ご応募頂いた写真は平成 28 年度夏期特別展において展示などに利用させていただきます。詳しくは
博物館までお問い合わせください。たくさんのご応募お待ちしております。（※ご提供いただく写真は、提供者本人が撮
影したもの、または使用権をもつものとします。）
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2 水
3 木 展示解説ボランティアの会 講堂

4 金 聞き書きの会 特別研究室
古文書講読会 講堂

5 土 ◎ 特別投影「日食を見よう」 プラネタリウム室 ☆
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6 日 平塚の古代を学ぶ会 科学教室
☆◎ 特別投影「日食を見よう」 プラネタリウム室

7 月 休館日
8 火 地質調査会 工作室
9 水 ◎ 日食観察会 博物館前 噴水広場

10 木 古代生活実験室 科学教室
平塚石仏の会 野外：市内  雨天時：講堂

11 金
お囃子研究会 講堂
古文書講読会 講堂

◎ 特別投影「星空とともに」「3.11 東日本大震災の記録」 プラネタリウム室
12 土 天体観察会　定例会 講堂 ☆
13 日 天体観察会　勉強会 講堂 ☆
14 月 休館日
15 火

16 水 民俗探訪会 野外：市内  雨天時：講堂
裏打ちの会 科学教室

17 木 展示解説ボランティアの会 講堂
18 金 古文書講読会 講堂

19 土

星まつりを調べる会 特別研究室
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地球科学入門講座 講堂
お囃子研究会 講堂
東国史跡踏査団 講堂

◎ ワタを使ったオーナメント作り 科学教室

20 日
◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム室

☆◎ ろばたばなし 相模の家
◎ 春期特別展展示解説 特別展示室

21 月 祝日開館日
22 火
23 水
24 木 石仏を調べる会 野外：中原　雨天時：講堂

25 金 古文書講読会 講堂
○ 雑貨団シアトリカル・プラネタリウム プラネタリウム室

26 土

地域史研究ゼミ 特別研究室

☆
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平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

◎ 春期特別展記念講演会
「中原御殿と中原陣屋―その特質と役割」講堂

27 日
相模川の生い立ちを探る会 科学教室・講堂

☆天体観察会　流星分科会 科学教室
神奈川キノコの会 特別研究室

28 月 休館日
29 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室
30 水 ☆
31 木 ☆

博物館行事カレンダー　　　3 月 　4月

【自由参加の行事】
◎日食観察会　
　内　容 ： 最大で2割ほど欠ける部分日食を観察します。

　　　　(開催時間中、 いつ来られていつ帰られても構いません。 )

　場　所 ： 博物館前　噴水広場　

　日　時 ： 3月9日 (水) 午前10時～午後0時10分

　　　　(日食開始は午前10時4分、 日食終了は午後0時5分)

◎ろばたばなし
　内　容 ： 民家のいろりばたで昔話を語ります。  場所 ： 相模の家

　日　時 ： 3月20日 (日)　(1)午後1時20分　　(2)午後3時

【プラネタリウム】定員 ： 70人　観覧料 ： 200円 （18歳未満 ・ 65歳以上無料）
　○観覧券をお求めのうえ、 投影開始１０分前までに３階にお越しください。

　○全席自由席です。 　○投影開始後のご入場 ・ 途中退出はできません。

☆プラネタリウム幼児向け投影「だれがおひさまかくしたの？」（未就学児向け）
  投影日 ： 3月12日 (土) ・ 26日 (土)  　　時間 ： 午前11時

☆ ： プラネタリウム投影日　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制☆ ： プラネタリウム投影日　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

☆特別投影「日食を見よう」   投影日 ： 3月5日(土） ・ 6日(日)
　時　 間 ： 午後3時30分

  内　 容 ： 日食のしくみや安全な観察方法を解説し、 また3月9日の日食が

　　　　　　　どのように見えるかをプラネタリウムで再現します。

☆特別投影「星空とともに」
   「3.11東日本大震災の記録～岩手県南部沿岸地域の3年間」 
  投影日 ： 3月11日 (金） 　　

　時間 ： 午後3時30分　(入場無料、 当日9時から受付で整理券配布)

　内　 容 ： 仙台市天文台が制作した東日本震災時の星空とそのときの人々

  の想いを題材にしたプラネタリウム番組を特別投影します。 和歌

  山大学撮影の東日本大震災の記録番組も合わせて投影します。

　　　　　　　☆星空と音楽の夕べ   投影日 ： 3月20日 (日)　時間 ： 午後4時

  内　 容 ： リムスキー =コルサコフの交響組曲シェエラザードなど、 クラシック

  音楽を聞きながら美しい星空を鑑賞します。

　3月の休館日 ： 7日、 14日、 28日

あなたと博物館　43 巻 12 号　通算 471 号　発行　平塚市博物館　　2000

〒 254-0041 平塚市浅間町 12-41　Tel:0463-33-5111   Fax:0463-31-3949
                                   ホームページ http://www.hirahaku.jp/

1 金 古文書講読会 講堂
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聞き書きの会 特別研究室
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3 日
◎ ひらつか星空調査隊　活動報告会 講堂

☆○ 野外見学会「中原御殿を歩く」野外：御殿周辺　雨天時：講堂
4 月 休館日
5 火
6 水
7 木 展示解説ボランティアの会 講堂

8 金 古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

9 土
◎ 春期特別展記念講演会
｢中原御殿に家康の戦略を読む｣ 講堂 ☆
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◎ スターウォッチ入門講座・春 講堂
10 日 ☆
11 月 休館日
12 火
13 水

14 木 平塚石仏の会 講堂
古代生活実験室 科学教室

15 金
◎ 星を見る会 科学教室・屋上
古文書講読会 講堂

16 土

◎ 春期特別展記念講演会
｢家康由緒と平塚の地域形成｣ 講堂

☆星まつりを調べる会 特別研究室
相模川の生い立ちを探る会 野外：茅ヶ崎 雨天時：科学教室
お囃子研究会 講堂

17 日

◎ 星空と音楽の夕べ プラネタリウム

☆
天体観察会　勉強会 科学教室
天体観察会　定例会 講堂
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

◎ ろばたばなし 相模の家
18 月 休館日
19 火 天体観察会　太陽勉強会 特別研究室
20 水 裏打ちの会 科学教室

21 木 民俗探訪会 野外
展示解説ボランティアの会 講堂

22 金 古文書講読会 講堂

23 土

◎ 天文学入門講座「太陽系と惑星」 講堂

☆
東国史跡踏査団 講堂
地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

◎ 春期特別展展示解説 特別展示室

24 日
◎ 天文学入門講座・番外編 講堂

☆
天体観察会　流星分科会 科学教室

25 月 休館日
26 火
27 水
28 木 石仏を調べる会 講堂
29 金
30 土 ☆
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